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今、大阪市や被災地で脚光を浴びる革新的なモデルとは！？ 

「学校外教育バウチャー」で教育格差は解決できるのか？ 

～すべての子ども達の教育機会を保障する新しい仕組み～ 

特別公開セミナーを開催します！ 

東京都東部エリアの江東区・江戸川区を中心に、子どもや若者を対象とした社会教育活動に取り組んでいる

NPO 法人夢職人（東京都江東区・代表 岩切準）は、平成 24年 11月 3日（祝）19時～21時に江東区亀戸文化

センターで、「学校外教育バウチャー」の仕掛け人の一人である一般社団法人チャンス・フォー・チルドレン

（以下、CFC）代表理事である今井悠介氏をお招きし、特別公開セミナーを行います。「学校外教育バウチャー」

は、2011 年 3 月に起こった東日本大震災の被災児童の教育機会を支え、2012 年 7 月より橋下徹氏が市長を務

める大阪市で教育政策として開始され、現在、注目を集めている事業モデルです。 

ユニセフ（国際連合児童基金）が 2012 年にまとめた報告書によると、日本の子どもの貧困率は 14.9％でし

た。先進国 35 カ国中 9 番目に高い貧困率です。これは日本の子どもの 7 人に 1人が相対的貧困状態にあるこ

とを意味します。また、親世代の経済状況は、子どもの進学状況や職業にも影響し、「貧困の世代間連鎖」を

生み出してしまっています。教育の機会が保障されている日本では、学校教育の機会がすべての子ども達に平

等に与えられているのに対して、教育費用が多額にかかる学校外教育の機会（塾・予備校、スポーツ、音楽、

文化活動や様々な体験の機会）は、家庭の経済的な事情に左右されます。そして、それが子ども達の教育格差

となり、低学力、低学歴の子ども達を生みだします。 

 
 CFC では、学校外教育サービスの利用に限定したバウチャー（クーポン）を発行しています。子どもたちは

このバウチャーを利用して、教科学習、体験活動、スポーツ、文化活動など幅広い教育サービスを受けること

ができます。CFC では、市民・企業などの寄付金をもとにバウチャーを発行し、経済的な理由で学校外教育を

十分に受けられない子どもたちに提供しています。バウチャー制度の最大のメリットは使途の限定にあります。

つまり、現金給付ではないため、学校外教育以外に使用されることはなく、確実に教育サービスを提供するこ

とができます。また、バウチャーには有効期限を設けることができるため、貯蓄することができず、その大半 

が消費にまわされることになります。 
ご多忙のこととは存じますが、教育格差という日本の重要課題の解決を目指す最新事業モデルについて、ぜ

ひ、取材にお越し下さい。 
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＜ 特 別 公 開 セ ミ ナ ー 概 要 ＞ 

◆日程：2012 年 11 月 3日(祝) 19：00～21：00 

◆場所：江東区亀戸文化センター 第 1研修室 

◆定員：50名程度 

◆参加費：一般 2,000 円／学生 1,000 円 

◆主催：NPO 法人夢職人 

◆お申込 

締切：10月 31 日(水) 19:00 まで 

※定員となり次第、締切といたします。 

方法：主催団体のホームページよりお申込み。 

 

◆講 師 

一般社団法人チャンス・フォー・チルドレン（CFC） 

代表理事 今井悠介 

1986 年生まれ、神戸出身。小学 2年生のときに阪神・淡路大震災を経験。2005

年に関西学院大学社会学部に入学。在学中、NPO 法人ブレーンヒューマニティ

ーにおいて不登校関連事業部代表を務める。不登校の子どもの学習支援を行う

大学生講師養成システムの構築や、不登校の子どもを対象とした富士登山・海

外ワークキャンプ事業等の新規事業開発に携わる。2009 年、大学卒業後、株式

会社日本公文教育研究会に入社。同社池袋事務局に配属。直営学習教室の指導

者や、地区の教室コンサルタントを経験。学校外教育の現場に携わる中で、子

どもの持つ可能性の大きさと教育の地域・世帯間格差を知る。2011 年 7月に一

般社団法人チャンス・フォー・チルドレン設立のために同社を退職し、代表理

事に就任。現在に至る。 

 

◆ファシリテーション 

NPO 法人夢職人代表理事 岩切準 

1982 年東京生まれ。人情に溢れる東京の下町に育ち、高校時代は地域の子ども

会活動をサポートする「ジュニアリーダー」に従事。その後、大学時代に教育、

福祉、心理に関する様々な団体で活動経験を積み、大学在籍中(2004 年)に「夢

職人」を設立。2008 年に法人化し、「特定非営利活動法人夢職人」の代表理事

に就任。これまでにのべ 3000 人以上の子どもや青少年の成長支援に携わる。 

東洋大学大学院社会学研究科社会心理学専攻修士課程修了。ＮＥＣ社会起業塾

第 6期（2007 年度）修了。ゴールドマン・サックス教育社会起業家・NPO 支援

プログラム（2009 年度）修了。Panasonic NPO サポート 課題解決プロジェクト

／NPO マーケティング研修（2010 年度）修了。「被災者と NPO をつないで支える

合同プロジェクト」（つなプロ）宮城県南部・最北支部長（2011 年度）。 

 

 
 
 
 

【 本件に対するお問い合わせについて 】 

特定非営利活動(NPO)法人 夢職人 

◆ 〒136-0071 東京都江東区亀戸 9-6-15-201 

◆ 電話／FAX ： 03-5935-7302 （携帯：080-5020-8822） 
◆ E-mail : info@yumeshokunin.org 
◆ URL : http://yumeshokunin.org 
◆ 担当 ： 岩切 ・ 鈴木 


